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専門講師陣により、経営の基礎から物流の方向性まで幅広
い知識が体系的に学べます。
視野の拡大とマネジメント能力・営業能力のアップへとつな
がり、プレゼンテーション能力が向上します。

宿泊研修を含む10か月間の長期研修を通じ受講生同士
のヒューマン・ネットワークが構築できます。
18年の実績があり、輩出された434名（予定）の物流経
営士との間においても、ヒューマン・ネットワークが大きく
広がります。

終了後の試験に合格することにより、（公社）全日本トラック

協会から「物流経営士」として認定されます。

ＩＴスキル
ビジネス・データ処理技術やパソコンを用いたシミュレー
ション分析など、高度情報化時代に必須のスキルが学べ
ます。

物流経営士資格認定講座 受講のご案内
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ビジネスチャンス
をつかむ

新分野からのロジスティクス・ニーズに対し、いち早く有効
な情報を見いだして、ビジネスチャンスをつかむ能力を高め
ます。
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No. 月　日 時　間 科　目
時
間
数

備　考

10 月 21日 ( 水 ) 14:00 ～ 14:50 開講式

1 〃 15:00 ～ 17:00 開講記念講演：ロジス
ティクスの現状と将来 2

2 10 月 28 日 ( 水 ) 13:30 ～ 17:45 本講座の狙い・
企業研究の進め方 4

3 11月　7 日 ( 土 ) 12:45 ～ 13:35 トラック業界、協会の
現状と課題 1 第１回

宿泊研修

4 〃 13:45 ～ 15:45 物流業論 2 第１回
宿泊研修

5 〃 16:00 ～ 18:00 物流政策と法令 2 第１回
宿泊研修

6 〃 19:00 ～ 21:00 先輩経営者と語る 2 第１回
宿泊研修

7 11月　8 日 ( 日 )    8:00 ～ 12:00 修了論文としての自社計
画の立て方 4 第１回

宿泊研修

8 11月18 日 ( 水 ) 13:30 ～ 15:30 荷主動向 2

9 〃 15:45 ～ 17:45 物流市場 2

10 11月 21日 ( 土 ) 10:00 ～ 17:00 ビジネスデータ処理技術
( 入門編 ) 6

11 11月 22 日 ( 日 ) 10:00 ～ 17:00 ビジネスデータ処理技術
( ベーシックコース ) 6

12 11月 25 日 ( 水 ) 13:30 ～ 15:30 静脈物流とリサイクル 2

13 〃 15:45 ～ 17:45 車と環境問題 2

14 12 月　2日( 水 ) 13:30 ～ 15:30 市場戦略 2

15 〃 15:45 ～ 17:45 グループ討議Ⅰ 2

16   1月13 日 ( 水 ) 13:30 ～ 15:30 マーケティングの実際 2

17 〃 15:45 ～ 17:45 特別講義Ⅰ 2

18   1月 20 日 ( 水 ) 13:30 ～ 17:45 ロジスティクス技法 4

19   1月 27 日( 水 ) 13:30 ～ 15:30 安全マネジメントによる
運輸業経営の効率化 2

20 〃 15:45 ～ 17:45 グループ討議Ⅱ 2

21   2 月10 日 ( 水 ) 13:30 ～ 15:30 包装 2

22 〃 15:45 ～ 17:45 公的資金の活用方法 2

23   2 月17 日 ( 水 ) 13:30 ～ 17:45 荷役と保管システム 4

24   2 月24日( 水 ) 13:30 ～ 15:30 流通加工作業研究 2

25 〃 15:45 ～ 17:45 安全管理 2

26   2 月 28 日 ( 日 ) 10:00 ～ 17:00 ビジネスデータ処理技術
( アドバンスコース ) 6

27   3 月  2 日 ( 水 ) 13:30 ～ 15:30 情報ネットワークⅠ( 総論 ) 2

No. 月　日 時　間 科　目
時
間
数

備　考

28   3 月  2 日 ( 水 ) 15:45 ～ 17:45 情報ネットワークⅡ ( 実例 ) 2

29   3 月  9日( 水 ) 13:30 ～ 15:30 物流史 2

30 〃 15:45 ～ 17:45 特別講義Ⅱ 2

31   4 月  6日( 水 ) 13:30 ～ 17:45 営業管理 4

32   4 月13 日( 水 ) 13:30 ～ 17:45 財務会計 4

33   4 月20日( 水 ) 13:30 ～ 15:30 顧客契約管理 2

34 〃 15:45 ～ 17:45 グループ討議Ⅲ 2

35   4 月27日( 水 ) 13:30 ～ 15:30 国際物流 2

36 〃 15:45 ～ 17:45 特別講義Ⅲ 2

37   5 月11日 ( 水 ) 13:30 ～ 17:45 資金管理 4

38   5 月18 日 ( 水 ) 13:30 ～ 17:45 労務管理 4

39   5 月25日( 水 ) 13:30 ～ 17:45 輸配送管理 4

40   6月　4日( 土 ) 13:00 ～ 15:00 先輩経営者に訊く 2 第 2 回
宿泊研修

41 〃 15:15 ～ 17:15 自社計画の策定 ( 課題別研究 ) 2 第 2 回
宿泊研修

42 〃 19:00 ～ 21:00 (グループ討議） 2 第 2 回
宿泊研修

43   6 月　5日(日)   8:00 ～ 10:00 (グループ討議） 2 第 2 回
宿泊研修

44 〃 10:00 ～ 12:00 グループ別発表 2 第 2 回
宿泊研修

45   6 月15 日 ( 水 ) 13:30 ～ 15:30 特別講義Ⅳ 2

46 〃 15:45 ～ 17:45 自社計画の策定 ( 補講 ) 2

47   6 月22日( 水 )    9:00 ～ 17:00 企業見学 8

48   6 月29日( 水 ) 13:30 ～ 15:30 労働市場 2

49 〃 15:45 ～ 17:45 労働関係法令 2

50   7月　6日( 水 ) 13:30 ～ 15:30 交通行政と物流 2

51 〃 15:45 ～ 17:45 共同化・協業化と協同組合 2

52   7 月20日( 水 ) 9:00 ～ 18:00 自社計画の発表と講評 8

53   8月　3日( 水 ) 13:40 ～ 15:40 資格認定試験

54   9月　 6日(火) 16:00 ～ 16:40 修了式

● 受 講 資 格  ① （一社）東京都トラック協会会員事業者の役員又はその社員で、経営管理職の経験 3 年以
　 上の方若しくはこれに準ずる方
②   関東トラック協会会員事業者の役員又はその社員で、経営管理職の経験 3 年以上の方若し

くはこれに準ずる方
③ その他特に会長が認めた方

● 募 集 定 員 32 名（受講が決定した方には、10 月中旬受講決定通知書をお送りいたします。）

● 研 修 期 間 概ね 10 か月（平成 27 年 10 月 21 日～平成 28 年 8 月 3 日。修了式は、9 月 6 日（火）。）

● 授 業 時 間 総計 145 時間

● 場 　 　 所 東京都トラック総合会館内研修室　他

● 受講日、時間 ① 一 般 講 義 原則として水曜日の 13 時 30 分～ 17 時 45 分
講師の都合により、他の曜日、時間帯になる場合もあります。

② 宿 泊 研 修 IPC 生産性国際交流センター（神奈川県葉山町湘南国際村）
　        第 1 回 平成 27 年 11 月初旬（1 泊 2 日）先輩経営者等を交えたディスカッショ

ンを通じて今後 10 か月間の学習目標を明らかにするとともに、本講
座のねらいや物流業の基礎を学びます。また、受講生同士がお互いを
知り合う場ともなります。

　        第 2 回 平成 28 年 6 月（１泊 2 日）ケーススタディを中心とした演習とグル−
プディスカッションにより修了論文である「自社計画」策定の足がか
りを作ります。

③ ビジネスデータ処理 3 日間　10 時～ 17 時（入門編 1 回、技術編 2 回）
④ 企 業 見 学 1 回（物流先進企業を見学します。）

● 修 了 資 格 規定課程の一定割合以上の履修と修了論文「自社計画」の提出（採点と発表）により、
修了証を差し上げます。

◆ 物流経営士資格  本講座を修了された方で、別に行う試験に合格された方には、（公社）全日本トラック協会から
 「物流経営士」資格が授与されます。

● 受 　 講 　 料 ①東ト協会員事業者の役員及びその社員 35 万円（消費税込み）
②関ト協会員事業者の役員及びその社員 35 万円（消費税込み）
③その他の方 40 万円（消費税込み）
　受講料は、原則として一括前納とします。受講決定通知後、指定口座にお振り込み下さい。
　但し、2 回の分納（申し込み時 20 万円、翌年 4 月 15 万円）もできます。
　受講料は、途中で受講を辞められてもお返しいたしません。　 

● 受 講 申 込 別紙申込書に必要事項を記載のうえ、所属支部（関東各県トラック協会会員の場合は所属協会）
を経由して、教育研修部へ郵送又はファックスでお申込み下さい。
その他の方は、直接教育研修部までお申込み下さい。 
申込期間：8 月 17 日（月）～ 9 月 30 日（水）

● 開 講 日 程 開 講 式：平成 27 年１0 月 21 日（水） 14：00 ～ 14：50
記念講義：　　　　　　　　　　　　   15：00 ～ 17：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　     いずれも東京都トラック総合会館　

受講生募集要領年間時間割表



● 講義は、中小事業者にとって役立つ実例を豊富に取り上げ、理解を助けます。

●   座学だけではなく、グループ討議や発表の機会をできる限り多くとり、問題発見と解決能力、折衝能力を身に
つけます。

●   パソコンを使った経営分析や車両・顧客管理、パワーポイントによる効果的な提案書の作成手法などが、効果
的に学べます。

●   宿泊研修などにより仲間づくりができ、交流の輪が広がります。

●   修了論文である自社の将来計画作りを通して、自社の抱える課題や進むべき方向性が明らかになり、会社経営
に役立てることができます。

●   「自社計画の策定」や「営業管理」では、本講座だ
けのオリジナルテキストとして、プログラム化され
た「アクティブ・テキスト」を用いますので、これ
を持ち帰り自社の経営資源として活用できます。

●    「物流経営士」資格の取得により、第 15 期までの
先輩たちの仲間入りができ、同じ「物流経営士」と
してヒューマンネットワークを通じ活躍の場が広が
ります。

●   全国の物流業界におけるリーダーとしての役割が期
待されます。

　トラック運送事業は、国民生活や産業活動のライフライン（生命
線）として、ますます重要な役割を担っています。一方、その経営
実態は、規制緩和後における競争の熾烈化や燃料費の高騰、環境問
題への対応、ドライバー不足などにより、厳しさを増してきていま
す。さらには、最近における産業・消費・流通等の構造変化、IT の
高度化や物流体系の変革などにより、今、物流環境はダイナミック
に変貌しようとしています。
　本講座は、こうした大きな環境変化を踏まえ、トラック運送事業
における人材の育成と経済競争に耐え得る近代的な経営体質の構築
をめざし、物流新時代を乗り越えるための様々なスキルを身につけ
るとともに「物流経営士」として資格認定を受けることをねらいと
しています。

■ カリキュラム検討会議委員
○岡田　 　清　成城大学名誉教授

○武田　 正治　東京都市大学名誉教授・工学博士

○横山 真一郎　東京都市大学教授       

本講座の特色

本 講 座 の ね ら い 第 16 期  物 流 経 営 士 課 程  カ リ キ ュ ラ ム

物 流 総 論 我が国の産業構造の中で物流の占める位置と将来展望を学び、視野を広げます。

【到達目標】  自社や自分の進むべき方向性を見極める。
講座名 時間数 科　目　名 主　な　内　容 講　　　師

物 流 総 論 2 ロジスティクスの現状と将来 ○ダイナミックに変貌する物流環境の現状と将来展望 武田正治〔東京都市大学名誉教授〕
1 トラック業界と協会の現状と課題 ○物流の根幹を担うトラック業界とトラック協会の現状と課題 （一社）東京都トラック協会役員
2 物流史 ○輸送手段の変遷など物流の過去、現在、未来 藤井秀登〔明治大学教授〕
2 物流政策と法令 ○我が国物流政策の最新情報と物流ニ法等関連法令の基礎 （公社）全日本トラック協会役員
2 交通行政と物流 ○激化する首都東京の交通状況と交通行政の方向性

○道路交通法等関係法令のポイント　　
別部鎮雄〔交通問題研究所主宰〕

合計時間数 9

情報処理技術
現代の経営者は、まず計数に敏感でなければなりません。また、IT 化がますます進展する中で IT ツールを駆使する
能力が求められます。そこで、基礎的なデータ処理やネットワークの構築、インターネットの活用などに必要な情
報処理技術を習得します。

【到達目標】  自社の日常業務をシステム化し、科学的な計数管理体制を確立する。
講座名 時間数 科　目　名 主　な　内　容 講　　　師

情報処理技術 6 ビジネスデータ処理技術
（入門編）

○ エクセル、アクセスによる自社の会計、ドライバ−・車両、顧客
管理ソフトの作り方

○パワーポイントによるスライドの作成。
○インターネットの活用
○社内ランの構築方法

武田正治〔東京都市大学名誉教授〕
横山真一郎〔東京都市大学教授〕他

6 ビジネスデータ処理技術
（ベーシックコース）

6 ビジネスデータ処理技術
（アドバンスコース）

合計時間数 18

事 例 研 究 同業者や顧客の先進的な事例を現場で学び、実行力を身につけます。

【到達目標】  自社の将来計画を具体的な数字で計画し、パソコンでシミュレーションし、具体的な数字でモデル化する。
講座名 時間数 科　目　名 主　な　内　容 講　　　師

事 例 研 究 4 企業研究の進め方 ○事例研究の手法 武田正治〔東京都市大学名誉教授〕
8 ○自社計画策定のための課題別グループ研究・討議 武田正治〔東京都市大学名誉教授〕

重田靖男〔㈱東京ロジスティクス研究所顧問〕
岡田英男〔㈱バルコムロジプランビジネスディレクター〕
横山真一郎〔東京都市大学教授〕

8 企業見学 ○先進企業の物流現場 見学先未定
4 先輩経営者に訊く ○先輩経営者の経営理念・人材育成手法等 東ト協会員事業者他

合計時間数 24

自社将来計画策定 修了論文として、自社の 3 か年計画を策定します。

 【到達目標】  パソコンを用い、シミュレーションモデルで作成した自社 3 か年計画をパワ−ポイントで発表する。
講座名 時間数 科　目　名 主　な　内　容 講　　　師

自社計画策定 6 計画の立て方
（補講 2 時間を含む）

○計画策定の方法 武田正治〔東京都市大学名誉教授〕

（10） 計画策定 ○近未来の自社計画をパソコンで作成（ホームスタディ）

8 発表・講評 ○自社計画をパワーポイントで発表 岡田　清〔成城大学名誉教授〕
武田正治〔東京都市大学名誉教授〕
横山真一郎〔東京都市大学教授〕

合計時間数 14

特 別 講 義 経営者としての常識と経営能力を育てるために、トピックなテーマを選んで講義を行います。

講座名 時間数 テ ー マ 講　　　師
特 別 講 義 8 経済、社会、物流、経営戦略、IT 等の最新情報、実践事例などテーマを選び研修する。4 コマ 未定
合計時間数 8

経営内部環境 企業における人・物・金の効率的な運用手法を学び、マネジメント能力を高めます。

【到達目標】  営業・財務・労務などの企業管理体制や輸配送・保管・流通加工など物流システムの効率化をデザインする能力を身につける。
講座名 時間数 科　目　名 主　な　内　容 講　　　師

管理体制の
確　　　立

4 営業管理 ○ 公的データによる計数的な営業戦略の立案、マーケティングリ
サーチと提案入札、運賃その他の料金折衝と見積書の作成、新規・
既存顧客へのアウトソーシング提案書の作り方

○顧客管理・商品管理

武田正治〔東京都市大学名誉教授〕

2 顧客契約管理 ○ 得意先訪問のスケジューリングと折衝内容、物流、ロジスティク
ス改善提案の仕方、運送からロジスティクスへの転換提案

岡田英男〔 ㈱バルコムロジプランビジネスディレクター〕

4 財務会計 ○財務諸表の見方、作り方
○決算書の分析、借り入れ限度額の判定基準
○財務分析・コスト管理

齊藤司享〔 さいとう経営センター㈱代表取締役社長〕

4 資金管理 ○資金管理の役割、資金調達と運用、資金管理の分析手法
○運転資金管理
○キャッシュフロー計算書の分析

齊藤司享〔 さいとう経営センター㈱代表取締役社長〕

経営外部環境 トラック運送事業者として必要な物流に関するキーワードを学び、新分野のロジスティクスニーズに対し、
いち早く有効な情報を見いだし、ビジネスチャンスをつかむ能力を高めます。

【到達目標】  物流の市場動向と輸配送ニーズを把握し、将来の市場展開の道筋を立てる。
講座名 時間数 科　目　名 主　な　内　容 講　　　師

外 部 環 境 2 荷主動向 ○物流システム、ロジスティクス、SCM への取り組み、3PL、
　郵政事業への参入

未定

2 物流業論 ○荷主ニーズ変化への対応
○コア・コンピタンス戦略
○総合化、専業化等物流事業者の進むべき方向性

山田　健〔山田経営コンサルティング事務所代表〕

2 物流市場 ○産業活動（倉庫・ターミナル・海上・鉄道・航空コンテナなど）
○消費流動（引越・宅配など）
○物流品質
○据付、組立等加工作業

武田正治〔東京都市大学名誉教授〕

2 静脈物流とリサイクル ○循環型社会の形成と物流の役割
○リサイクル法と物流

山根六三郎〔シンク・テック・サービス㈱代表取締役〕

4 ロジスティクス技法 ○在庫管理
○物流 ABC

内田明美子〔 ㈱湯浅コンサルティング コンサルタント〕

2 市場戦略 ○物流業におけるマーケティング、マーケット・ニーズの把握
○商品戦略と商品開発
○効果的な提案書の作成

重田靖男〔㈱東京ロジスティクス研究所顧問〕

2 マーケティングの実際 ○先進企業の事例 重田靖男〔㈱東京ロジスティクス研究所顧問〕
2 労働市場 ○ 若年労働力の動向、学生アルバイト・パート・派遣労働者等の労

働市場
○女性ドライバーの展望
○少子化高齢化、高学歴化、ボ−ダ−レス化への対応

小林弘和〔社会保険労務士〕

2 車と環境問題 ○環境問題の現状
○自動車エンジンの技術開発の動向
○新エネルギーの動向

竹中嘉英〔日野自動車㈱参事〕

  事故・融資・
  協業・情報

2 安全マネジメントによる
運輸業経営の効率化

○交通事故とコスト、コスト負担、保険
○リスクマネジメント
○安全への取り組み

安田　務〔予防安全支援センター代表〕

2 公的資金の活用法 ○金融事情
○中小企業近代化融資・制度融資の現状

㈱商工組合中央金庫ソリューション事業部

2 共同化・協業化と協同組合 ○共同化・協業化の方向性
○協同組合活動の現状と活動戦略

本田　宏〔 郡山トラックセンター事業協同組合専務理事〕　

2 国際物流 ○国際物流の動向と環境の変化
○現地合弁物流企業の現状と展望
○輸出入代行業務

大出一晴〔 ㈱日通総合研究所ロジスティクスコンサル
ティング部シニアコンサルタント〕

ネットワーク 2 情報ネットワークⅠ ○ IT 技術の動向と将来
○トラック運送事業における IT 活用

芝田稔子〔 ㈱湯浅コンサルティング コンサルタント〕 

2 情報ネットワークⅡ ○ IT 導入事例 未定
合計時間数 32

管理体制の
確　　　立

4 労務管理 ○トラック運送事業における労務管理の特徴、採用時の適性検査、
　就業規則労働時間管理、賃金の決め方
○人材開発体制、勤務評価制度の確立
○職場環境、労働組合

小林弘和〔社会保険労務士〕

2 労働関係法令 ○労働基準法等労働関係法令 瀧澤　学〔社会保険労務士〕
効率向上と
安 全 対 策

4 輸配送管理 ○最短ルート（ATIS の活用）
○ドライバーの乗務割りと配車
○運賃折衝のためのデータ整備（時間・距離・作業分析）
○見積原価計算のシステム化

横山真一郎〔東京都市大学教授〕

2 包装 ○包装技術の意義、包装の種類と技術
○パレット・コンテナ・オリコンと包装の有機的関係
○モジュールとユニットロード化
○環境問題への対応

長谷川淳英〔長谷川技術士事務所技術士〕

4 荷役と保管システム ○坪貸料率と作業費の設定
○荷役・運搬の分析と改善方法、保管システムの種類と利害得失
○倉庫レイアウトの基本、自動化・機械化の手法

関　　護〔 ㈲ロジスティクス総合研究所 代表取締役       
社長〕

2 流通加工作業研究 ○流通加工システムと設備・機器
○流通加工システムの設計
○パートタイマーマネジメント

関　　護〔 ㈲ロジスティクス総合研究所 代表取締役       
社長〕

2 安全管理
　　　　

○安全の基本、フェールセーフ、安全運転、運行管理
○交通事故防止と安全教育
○始業時点検・終業時点検時のドライバーのチェック項目
○安全管理組織の確立

牧野　肇〔安全管理研究所代表〕

合計時間数 34

（公社）全日本トラック協会発行
「広報とらっく」（平成 26 年 11 月 1 日号抜粋）■ 物流経営士を受けて本当に良

かった！
【14 期】
　講師や同期のメンバーの話を聞くに
つれ、私の視野が狭かったことに気づ
かされました。自分の現状を知る中で、
物流や経営など広範囲にわたる事項を
学ぶことができ、物流経営士を受講し
て本当に良かったと思いました。

■ かけがいのない仲間ができま
した！

【14 期】
　何よりも有意義だったことはかけ
がいのない仲間ができたことです。社
会人になると学生時代のような友人
関係を築くことは難しいですが、物
流経営士ではそれに近い、それ以上
の仲間ができます。

■ この 1 年は大きな価値のある
1 年でした！

【13 期】
　一つは同じ物流業界に身を置く仲
間たちに出会えたことです。講義が
終わった後の交流会等を通して、様々
な物流形態を聞くことができました。
そこには、それぞれが持つ利点と問
題点が内在しているのを感じました。
今後、各社の長所を伸ばしながら、
短所を補い合うことができるような
関係を築いていきたいと思います。

■ 楽しく取り組んでこられまし
た！

【13 期】
　初めは自分がこのような研修を受け
ても良いものか、不安や戸惑いがあり
ました。でも、研修を受けていく中で
今まで知らなかった事が沢山あること
に驚きと興味を持ち、何より分かり易
い講義、ご指導で楽しく取り組んでこ
られた事が非常に良かったと思います。

※都合により、講師を変更する場合があります。

課題別討議と発表
　　　　　　合計時間数　6 時間

これからの経営者は、顧客に対し、提供サービスの内容や改善策、また、自社の将来構想等を客観的なデータに基づき説明でき
る能力が求められます。そこで、講義の理解をより確かなものにするとともに、討議や説明能力を身につけるため、授業の節目
ごとに小グループ討議を行い、その結果を発表します。　

総計時間数　145 時間（その他ホームスタディ 10 時間）

グループ討議

自社計画の発表

　本課程を修了し、物流経営士の資格を認定された方々から、講座の多方面にわたって、有意義
だったとの感想をいただいています。

こんな感想をいただいています。



● 講義は、中小事業者にとって役立つ実例を豊富に取り上げ、理解を助けます。

●   座学だけではなく、グループ討議や発表の機会をできる限り多くとり、問題発見と解決能力、折衝能力を身に
つけます。

●   パソコンを使った経営分析や車両・顧客管理、パワーポイントによる効果的な提案書の作成手法などが、効果
的に学べます。

●   宿泊研修などにより仲間づくりができ、交流の輪が広がります。

●   修了論文である自社の将来計画作りを通して、自社の抱える課題や進むべき方向性が明らかになり、会社経営
に役立てることができます。

●   「自社計画の策定」や「営業管理」では、本講座だ
けのオリジナルテキストとして、プログラム化され
た「アクティブ・テキスト」を用いますので、これ
を持ち帰り自社の経営資源として活用できます。

●    「物流経営士」資格の取得により、第 15 期までの
先輩たちの仲間入りができ、同じ「物流経営士」と
してヒューマンネットワークを通じ活躍の場が広が
ります。

●   全国の物流業界におけるリーダーとしての役割が期
待されます。

　トラック運送事業は、国民生活や産業活動のライフライン（生命
線）として、ますます重要な役割を担っています。一方、その経営
実態は、規制緩和後における競争の熾烈化や燃料費の高騰、環境問
題への対応、ドライバー不足などにより、厳しさを増してきていま
す。さらには、最近における産業・消費・流通等の構造変化、IT の
高度化や物流体系の変革などにより、今、物流環境はダイナミック
に変貌しようとしています。
　本講座は、こうした大きな環境変化を踏まえ、トラック運送事業
における人材の育成と経済競争に耐え得る近代的な経営体質の構築
をめざし、物流新時代を乗り越えるための様々なスキルを身につけ
るとともに「物流経営士」として資格認定を受けることをねらいと
しています。

■ カリキュラム検討会議委員
○岡田　 　清　成城大学名誉教授

○武田　 正治　東京都市大学名誉教授・工学博士

○横山 真一郎　東京都市大学教授       

本講座の特色

本 講 座 の ね ら い 第 16 期  物 流 経 営 士 課 程  カ リ キ ュ ラ ム

物 流 総 論 我が国の産業構造の中で物流の占める位置と将来展望を学び、視野を広げます。

【到達目標】  自社や自分の進むべき方向性を見極める。
講座名 時間数 科　目　名 主　な　内　容 講　　　師

物 流 総 論 2 ロジスティクスの現状と将来 ○ダイナミックに変貌する物流環境の現状と将来展望 武田正治〔東京都市大学名誉教授〕
1 トラック業界と協会の現状と課題 ○物流の根幹を担うトラック業界とトラック協会の現状と課題 （一社）東京都トラック協会役員
2 物流史 ○輸送手段の変遷など物流の過去、現在、未来 藤井秀登〔明治大学教授〕
2 物流政策と法令 ○我が国物流政策の最新情報と物流ニ法等関連法令の基礎 （公社）全日本トラック協会役員
2 交通行政と物流 ○激化する首都東京の交通状況と交通行政の方向性

○道路交通法等関係法令のポイント　　
別部鎮雄〔交通問題研究所主宰〕

合計時間数 9

情報処理技術
現代の経営者は、まず計数に敏感でなければなりません。また、IT 化がますます進展する中で IT ツールを駆使する
能力が求められます。そこで、基礎的なデータ処理やネットワークの構築、インターネットの活用などに必要な情
報処理技術を習得します。

【到達目標】  自社の日常業務をシステム化し、科学的な計数管理体制を確立する。
講座名 時間数 科　目　名 主　な　内　容 講　　　師

情報処理技術 6 ビジネスデータ処理技術
（入門編）

○ エクセル、アクセスによる自社の会計、ドライバ−・車両、顧客
管理ソフトの作り方

○パワーポイントによるスライドの作成。
○インターネットの活用
○社内ランの構築方法

武田正治〔東京都市大学名誉教授〕
横山真一郎〔東京都市大学教授〕他

6 ビジネスデータ処理技術
（ベーシックコース）

6 ビジネスデータ処理技術
（アドバンスコース）

合計時間数 18

事 例 研 究 同業者や顧客の先進的な事例を現場で学び、実行力を身につけます。

【到達目標】  自社の将来計画を具体的な数字で計画し、パソコンでシミュレーションし、具体的な数字でモデル化する。
講座名 時間数 科　目　名 主　な　内　容 講　　　師

事 例 研 究 4 企業研究の進め方 ○事例研究の手法 武田正治〔東京都市大学名誉教授〕
8 ○自社計画策定のための課題別グループ研究・討議 武田正治〔東京都市大学名誉教授〕

重田靖男〔㈱東京ロジスティクス研究所顧問〕
岡田英男〔㈱バルコムロジプランビジネスディレクター〕
横山真一郎〔東京都市大学教授〕

8 企業見学 ○先進企業の物流現場 見学先未定
4 先輩経営者に訊く ○先輩経営者の経営理念・人材育成手法等 東ト協会員事業者他

合計時間数 24

自社将来計画策定 修了論文として、自社の 3 か年計画を策定します。

 【到達目標】  パソコンを用い、シミュレーションモデルで作成した自社 3 か年計画をパワ−ポイントで発表する。
講座名 時間数 科　目　名 主　な　内　容 講　　　師

自社計画策定 6 計画の立て方
（補講 2 時間を含む）

○計画策定の方法 武田正治〔東京都市大学名誉教授〕

（10） 計画策定 ○近未来の自社計画をパソコンで作成（ホームスタディ）

8 発表・講評 ○自社計画をパワーポイントで発表 岡田　清〔成城大学名誉教授〕
武田正治〔東京都市大学名誉教授〕
横山真一郎〔東京都市大学教授〕

合計時間数 14

特 別 講 義 経営者としての常識と経営能力を育てるために、トピックなテーマを選んで講義を行います。

講座名 時間数 テ ー マ 講　　　師
特 別 講 義 8 経済、社会、物流、経営戦略、IT 等の最新情報、実践事例などテーマを選び研修する。4 コマ 未定
合計時間数 8

経営内部環境 企業における人・物・金の効率的な運用手法を学び、マネジメント能力を高めます。

【到達目標】  営業・財務・労務などの企業管理体制や輸配送・保管・流通加工など物流システムの効率化をデザインする能力を身につける。
講座名 時間数 科　目　名 主　な　内　容 講　　　師

管理体制の
確　　　立

4 営業管理 ○ 公的データによる計数的な営業戦略の立案、マーケティングリ
サーチと提案入札、運賃その他の料金折衝と見積書の作成、新規・
既存顧客へのアウトソーシング提案書の作り方

○顧客管理・商品管理

武田正治〔東京都市大学名誉教授〕

2 顧客契約管理 ○ 得意先訪問のスケジューリングと折衝内容、物流、ロジスティク
ス改善提案の仕方、運送からロジスティクスへの転換提案

岡田英男〔 ㈱バルコムロジプランビジネスディレクター〕

4 財務会計 ○財務諸表の見方、作り方
○決算書の分析、借り入れ限度額の判定基準
○財務分析・コスト管理

齊藤司享〔 さいとう経営センター㈱代表取締役社長〕

4 資金管理 ○資金管理の役割、資金調達と運用、資金管理の分析手法
○運転資金管理
○キャッシュフロー計算書の分析

齊藤司享〔 さいとう経営センター㈱代表取締役社長〕

経営外部環境 トラック運送事業者として必要な物流に関するキーワードを学び、新分野のロジスティクスニーズに対し、
いち早く有効な情報を見いだし、ビジネスチャンスをつかむ能力を高めます。

【到達目標】  物流の市場動向と輸配送ニーズを把握し、将来の市場展開の道筋を立てる。
講座名 時間数 科　目　名 主　な　内　容 講　　　師

外 部 環 境 2 荷主動向 ○物流システム、ロジスティクス、SCM への取り組み、3PL、
　郵政事業への参入

未定

2 物流業論 ○荷主ニーズ変化への対応
○コア・コンピタンス戦略
○総合化、専業化等物流事業者の進むべき方向性

山田　健〔山田経営コンサルティング事務所代表〕

2 物流市場 ○産業活動（倉庫・ターミナル・海上・鉄道・航空コンテナなど）
○消費流動（引越・宅配など）
○物流品質
○据付、組立等加工作業

武田正治〔東京都市大学名誉教授〕

2 静脈物流とリサイクル ○循環型社会の形成と物流の役割
○リサイクル法と物流

山根六三郎〔シンク・テック・サービス㈱代表取締役〕

4 ロジスティクス技法 ○在庫管理
○物流 ABC

内田明美子〔 ㈱湯浅コンサルティング コンサルタント〕

2 市場戦略 ○物流業におけるマーケティング、マーケット・ニーズの把握
○商品戦略と商品開発
○効果的な提案書の作成

重田靖男〔㈱東京ロジスティクス研究所顧問〕

2 マーケティングの実際 ○先進企業の事例 重田靖男〔㈱東京ロジスティクス研究所顧問〕
2 労働市場 ○ 若年労働力の動向、学生アルバイト・パート・派遣労働者等の労

働市場
○女性ドライバーの展望
○少子化高齢化、高学歴化、ボ−ダ−レス化への対応

小林弘和〔社会保険労務士〕

2 車と環境問題 ○環境問題の現状
○自動車エンジンの技術開発の動向
○新エネルギーの動向

竹中嘉英〔日野自動車㈱参事〕

  事故・融資・
  協業・情報

2 安全マネジメントによる
運輸業経営の効率化

○交通事故とコスト、コスト負担、保険
○リスクマネジメント
○安全への取り組み

安田　務〔予防安全支援センター代表〕

2 公的資金の活用法 ○金融事情
○中小企業近代化融資・制度融資の現状

㈱商工組合中央金庫ソリューション事業部

2 共同化・協業化と協同組合 ○共同化・協業化の方向性
○協同組合活動の現状と活動戦略

本田　宏〔 郡山トラックセンター事業協同組合専務理事〕　

2 国際物流 ○国際物流の動向と環境の変化
○現地合弁物流企業の現状と展望
○輸出入代行業務

大出一晴〔 ㈱日通総合研究所ロジスティクスコンサル
ティング部シニアコンサルタント〕

ネットワーク 2 情報ネットワークⅠ ○ IT 技術の動向と将来
○トラック運送事業における IT 活用

芝田稔子〔 ㈱湯浅コンサルティング コンサルタント〕 

2 情報ネットワークⅡ ○ IT 導入事例 未定
合計時間数 32

管理体制の
確　　　立

4 労務管理 ○トラック運送事業における労務管理の特徴、採用時の適性検査、
　就業規則労働時間管理、賃金の決め方
○人材開発体制、勤務評価制度の確立
○職場環境、労働組合

小林弘和〔社会保険労務士〕

2 労働関係法令 ○労働基準法等労働関係法令 瀧澤　学〔社会保険労務士〕
効率向上と
安 全 対 策

4 輸配送管理 ○最短ルート（ATIS の活用）
○ドライバーの乗務割りと配車
○運賃折衝のためのデータ整備（時間・距離・作業分析）
○見積原価計算のシステム化

横山真一郎〔東京都市大学教授〕

2 包装 ○包装技術の意義、包装の種類と技術
○パレット・コンテナ・オリコンと包装の有機的関係
○モジュールとユニットロード化
○環境問題への対応

長谷川淳英〔長谷川技術士事務所技術士〕

4 荷役と保管システム ○坪貸料率と作業費の設定
○荷役・運搬の分析と改善方法、保管システムの種類と利害得失
○倉庫レイアウトの基本、自動化・機械化の手法

関　　護〔 ㈲ロジスティクス総合研究所 代表取締役       
社長〕

2 流通加工作業研究 ○流通加工システムと設備・機器
○流通加工システムの設計
○パートタイマーマネジメント

関　　護〔 ㈲ロジスティクス総合研究所 代表取締役       
社長〕

2 安全管理
　　　　

○安全の基本、フェールセーフ、安全運転、運行管理
○交通事故防止と安全教育
○始業時点検・終業時点検時のドライバーのチェック項目
○安全管理組織の確立

牧野　肇〔安全管理研究所代表〕

合計時間数 34

（公社）全日本トラック協会発行
「広報とらっく」（平成 26 年 11 月 1 日号抜粋）■ 物流経営士を受けて本当に良

かった！
【14 期】
　講師や同期のメンバーの話を聞くに
つれ、私の視野が狭かったことに気づ
かされました。自分の現状を知る中で、
物流や経営など広範囲にわたる事項を
学ぶことができ、物流経営士を受講し
て本当に良かったと思いました。

■ かけがいのない仲間ができま
した！

【14 期】
　何よりも有意義だったことはかけ
がいのない仲間ができたことです。社
会人になると学生時代のような友人
関係を築くことは難しいですが、物
流経営士ではそれに近い、それ以上
の仲間ができます。

■ この 1 年は大きな価値のある
1 年でした！

【13 期】
　一つは同じ物流業界に身を置く仲
間たちに出会えたことです。講義が
終わった後の交流会等を通して、様々
な物流形態を聞くことができました。
そこには、それぞれが持つ利点と問
題点が内在しているのを感じました。
今後、各社の長所を伸ばしながら、
短所を補い合うことができるような
関係を築いていきたいと思います。

■ 楽しく取り組んでこられまし
た！

【13 期】
　初めは自分がこのような研修を受け
ても良いものか、不安や戸惑いがあり
ました。でも、研修を受けていく中で
今まで知らなかった事が沢山あること
に驚きと興味を持ち、何より分かり易
い講義、ご指導で楽しく取り組んでこ
られた事が非常に良かったと思います。

※都合により、講師を変更する場合があります。

課題別討議と発表
　　　　　　合計時間数　6 時間

これからの経営者は、顧客に対し、提供サービスの内容や改善策、また、自社の将来構想等を客観的なデータに基づき説明でき
る能力が求められます。そこで、講義の理解をより確かなものにするとともに、討議や説明能力を身につけるため、授業の節目
ごとに小グループ討議を行い、その結果を発表します。　

総計時間数　145 時間（その他ホームスタディ 10 時間）

グループ討議

自社計画の発表

　本課程を修了し、物流経営士の資格を認定された方々から、講座の多方面にわたって、有意義
だったとの感想をいただいています。

こんな感想をいただいています。


